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市
報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

連
携
す
る
「
H
P
検
索
」
「「
H
P
H
P
検
索
」
の
番
号
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
右
上
に
あ
る
「
サ
イ
ト
内
検
索
」

検
索
」
の
番
号
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
右
上
に
あ
る
「
サ
イ
ト
内
検
索
」

の
ボ
ッ
ク
ス
に
入
力
し
検
索
す
る
と
、
関
連
記
事
を
す
ぐ
に
ご
覧
に
な
れ
ま
す

の
ボ
ッ
ク
ス
に
入
力
し
検
索
す
る
と
、
関
連
記
事
を
す
ぐ
に
ご
覧
に
な
れ
ま
す

まめメール

災害時の緊急情報や市の情報を
電子メールで配信。登録が必要

ツイッター
フェイスブック

災害時の緊急情報はツイッター
イベント情報はフェイスブック

市報などを
電子書籍で

自動翻訳し 10言語で配信
自動音声読み上げにも対応

防災行政無線の
放送内容の確認

☎0120-282-283（通話料無料）
で放送内容を確認できます

パソコン•
スマホ等で

電話で

　
多
く
の
人
に
も
っ
と
関
宿
を
知
っ
て

　
多
く
の
人
に
も
っ
と
関
宿
を
知
っ
て

も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
に
ふ
る
さ
と
へ

も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
に
ふ
る
さ
と
へ

の
意
識
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
始
ま
っ

の
意
識
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
始
ま
っ

た
野
田
市
関
宿
ま
つ
り
花
火
大
会
は
、

た
野
田
市
関
宿
ま
つ
り
花
火
大
会
は
、

今
年
で
今
年
で
3030
回
目
を
迎
え
ま
す
。

回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

今
年
は
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
文
化
都

　

今
年
は
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
文
化
都

市
宣
言
記
念
事
業
と
し
て
、
日
没
後

市
宣
言
記
念
事
業
と
し
て
、
日
没
後

か
ら
、
約
６
千
発
の
打
上
花
火
や
仕

か
ら
、
約
６
千
発
の
打
上
花
火
や
仕

掛
け
花
火
、
野
田
市
出
身
の
ナ
オ
ト
・

掛
け
花
火
、
野
田
市
出
身
の
ナ
オ
ト
・

イ
ン
テ
ィ
ラ
イ
ミ
さ
ん
提
供
の
野
田
市

イ
ン
テ
ィ
ラ
イ
ミ
さ
ん
提
供
の
野
田
市

応
援
ソ
ン
グ
「
Ｔ
ｈｅ

応
援
ソ
ン
グ
「
Ｔ
ｈｅ  

Ｄａｙ
」
を
流

Ｄａｙ
」
を
流

し
な
が
ら
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
花
火
、
初

し
な
が
ら
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
花
火
、
初

の
５
号
玉
花
火
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

の
５
号
玉
花
火
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
時
間
】

【
時
間
】
８
月
８
月
2626
日
土
日
土
1818
時時
3030
分
～
分
～
2121

時時
（
雨
天
は

（
雨
天
は
2727
日
日
に
順
延
）

日
日
に
順
延
）

【
場
所
】

【
場
所
】
野
田
市
関
宿
ふ
れ
あ
い
広
場

野
田
市
関
宿
ふ
れ
あ
い
広
場

（
宝
珠
花
橋
下
）

（
宝
珠
花
橋
下
）

【
問
合
せ
】

【
問
合
せ
】
関
宿
ま
つ
り
運
営
委
員
会

関
宿
ま
つ
り
運
営
委
員
会

（
関
宿
商
工
会
内
）
☎
�
７
１
９
８
‐

（
関
宿
商
工
会
内
）
☎
�
７
１
９
８
‐

０
１
６
１

０
１
６
１

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
０
８
３
１

１
０
０
０
８
３
１

ガラケー用

健康スポーツ文化都市宣言記念健康スポーツ文化都市宣言記念
野田市関宿まつり花火大会野田市関宿まつり花火大会

■会場マップ（会場レイアウトが例年と違います）■会場マップ（会場レイアウトが例年と違います）

立入禁止エリア

江戸川

仕掛け花火
エリア

打上花火エリア

有料観覧席

無料
立見席

駐車場
（有料席用）

立入禁止エリア

有料駐車場
（1台1,000円）

サイクリングロード

関宿学校
給食センター

県道（結城野田線）

交通規制（17:30 ～ 22:00）

立入禁止エリア

本部

■有料観覧席を販売中（会場近くの専用駐車場・専用バー・専用トイレ付き）■有料観覧席を販売中（会場近くの専用駐車場・専用バー・専用トイレ付き）
大迫力の全長 240 メートルの仕掛け花火を真正面から体感できる観覧席です。大迫力の全長 240 メートルの仕掛け花火を真正面から体感できる観覧席です。
【料金】【料金】５人席＝20,000 円（テーブル指定席）、４人席 =16,000 円（シート指定席）、５人席＝20,000 円（テーブル指定席）、４人席 =16,000 円（シート指定席）、
１人席＝4,500 円（シート自由席）、カメラ１人席＝4,500 円（カメラ席のみ三脚可）１人席＝4,500 円（シート自由席）、カメラ１人席＝4,500 円（カメラ席のみ三脚可）
【購入方法】【購入方法】①全国のファミリーマートに設置の発券機ファミポートで購入か、①全国のファミリーマートに設置の発券機ファミポートで購入か、
②販売サイト「イープラス」で会員登録し予約後コンビニエンスストアで支払い②販売サイト「イープラス」で会員登録し予約後コンビニエンスストアで支払い

販売サイト販売サイト
「イープラス」「イープラス」



　市報のだ 令和5年8月1日号

❷

健康スポーツ文化都市宣言健康スポーツ文化都市宣言
記念事業記念事業

　

野
田
市
は
、「
夢
の
あ
る
住
み
よ

い
ま
ち
」「
元
気
で
明
る
い
家
庭
を

築
け
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
４
月
１

日
に
「
健
康
ス
ポ
ー
ツ
文
化
都
市
」

を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
宣
言
の
趣
旨
を
よ
り

知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
宣
言
名
を

冠
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
順
次
、
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

◆
Ｕ
Ｔ
Ｒ
プ
ロ
テ
ニ
ス
ツ
ア
ー　
８

月
21
日
月
～
26
日
土
９
時
30
分
か
ら
、

決
勝
27
日
日
10
時
30
分
か
ら
、
ロ
イ

ヤ
ル
Ｓ
Ｃ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ（
木
野
崎
）

で
。
テ
ニ
ス
の
国
際
大
会
を
野
田
で

開
催
。
世
界
ツ
ア
ー
を
転
戦
す
る
各

国
の
選
手
が
出
場
。
大
会
期
間
中
は

テ
ニ
ス
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
多
数
開
催

予
定
。
入
場
無
料
。
当
日
会
場
へ
。

10
月
16
日
月
～
22
日
日
に
第
２
回
大

会
を
予
定
。
問
同
ク
ラ
ブ
☎

�
７
１
３
８
︲
２
７
３
７

◆
野
田
市
民
卓
球
大
会

９
月
３
日

日
９
時
か
ら
イ
ン
フ
ォ
マ
ー
ジ
ュ
ア

リ
ー
ナ（
総
合
公
園
体
育
館
）で
。
市

民
か
市
内
在
勤
、
在
学
の
方
。
男
女

年
代
別
の
シ
ン
グ
ル
ス
。
１
人
500

円
。
ラ
ケ
ッ
ト
、
靴
、
ゼ
ッ
ケ
ン
持

参
。
希
望
者
は
、
８
月
７
日
月
～
14

日
月（
必
着
）に
郵
送
で
は
が
き
に
住

所
、
名
前
、
電
話
番
号
、
生
年
月
日
、

男
女
の
別
を
明
記
し
、
〒
278
‐
０
０

１
１
三
ツ
堀
832
‐
21
萩
原
☎
�
７
１

３
８
︲
２
５
９
１
へ

◆
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
市
民
大
会　

９
月
26
日
火
９
時
～
16
時
関
宿
パ
ー

ク
Ｍモ
ッ
プ
ス

Ｏ
Ｐ
Ｓ（
関
宿
総
合
公
園
）グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場（
雨
天
時
は
27

日
水
）で
。
18
歳
以
上
の
市
民
で
ス

コ
ア
カ
ー
ド
の
記
入
が
で
き
る
方
。

224
人（
抽
選
）。
千
円
。
ク
ラ
ブ
と
ボ

ー
ル
、
黒
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
持
参
。
申

込
み
は
、
８
月
８
日
火
～
15
日
火
に

直
接
関
宿
パ
ー
ク
Ｍ
Ｏ
Ｐ
Ｓ（
関
宿

総
合
公
園
）体
育
館
へ
。
８
月
22
日

火
～
29
日
火
に
直
接
同
館
へ
千
円
持

参
で
本
申
込
み
が
必
要
。
問
関
宿
パ

ー
ク
Ｍ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
☎
�
７
１
９
８
︲
８

５
０
０

【
問
合
せ
】Ｐ
Ｒ
推
進
室
☎
�
７
１
９

９
︲
２
０
９
０

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
３
７
３
８
３

　
市
で
は
、
大
雨
時
の
東
宝
珠
花
地

区
と
木
間
ケ
瀬
地
区
、
周
辺
地
区
の

浸
水
被
害
を
軽
減
し
よ
う
と
、
冠
水

対
策
事
業
に
よ
る
雨
水
対
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
整
備
エ
リ
ア
の
中
で
も
、
関
宿
高

校
付
近
に
位
置
す
る
六
丁
四
反
調
整

池
の
整
備
を
平
成
21
年
度
か
ら
進

め
、
令
和
５
年
６
月
末
に
水
路
西
側

の
調
整
池
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
六
丁
四
反
調
整
池
は
、
降
雨
時
に

周
辺
の
道
路
側
溝
や
排
水
管
か
ら
の

雨
水
を
効
率
良
く
一
時
貯
留
し
、
浸

水
被
害
を
軽
減
し
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
は
、
水
路
東
側
の
調

整
池
の
整
備
の
た
め
、
測
量
な
ど
の

作
業
を
開
始
し
ま
す
。

　
引
き
続
き
雨
水
整
備
を
進
め
、
東

宝
珠
花
地
区
と
木
間
ケ
瀬
地
区
、
周

辺
地
区
の
浸
水
対
策
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

【
問
合
せ
】
河
川
排
水
係
☎
�
７
１

９
９
‐
２
０
６
１

【
Ｈ
Ｐ
番
号
】
１
０
３
８
７
４
３

大
雨
に
備
え
て

六
丁
四
反
調
整
池（
西
側
）が
完
成

■位置図■位置図



　　市報のだ 令和5年8月1日号

❸

◆
公
募
委
員
制
度

　
市
で
は
、
①
「
地
域
福
祉
計
画
審

議
会
」（
２
人
）、②
「
消
防
委
員
会
」

（
２
人
）
の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
各
委
員
に
は
、
日
額
（
会
議
１

回
）
６
千
500
円
の
報
酬
が
、
支
給
さ

公
募
委
員
や
パ
ブ
リ
ッ
ク・コ
メ
ン
ト
で

市
政
に
皆
さ
ん
の
意
見
を

れ
ま
す
。

【
募
集
案
内
配
布
場
所
】
①
は
生
活

支
援
課
、
②
は
消
防
本
部
総
務
課
の

各
窓
口
や
関
宿
支
所
、
各
出
張
所
、

各
公
民
館
（
②
は
市
役
所
１
階
行
政

資
料
コ
ー
ナ
ー
で
も
配
布
）

【
応
募
資
格
】
①
は
８
月
17
日
木
、

②
は
９
月
６
日
水
時
点
で
、
市
内
に

１
年
以
上
居
住
し
、
選
挙
権
を
有
す

る
18
歳
以
上
で
、
市
の
公
募
委
員
、

議
員
、
職
員
（
一
部
の
非
常
勤
特
別

職
を
除
く
）
で
な
い
方

【
応
募
方
法
】
申
込
書
を
①
は
８
月

17
日
木
ま
で
に
〒
278
‐
８
５
５
０

野
田
市
役
所
生
活
支
援
課
☎
�

７
１
９
９
‐
２
５
７
３
、
②
は
８
月

７
日
月
～
９
月
６
日
水
に
〒
278
‐

０
０
０
５
宮
崎
126
‐
２
野
田
市
消

防
本
部
総
務
課
☎
�
７
１
２
４
‐

０
１
２
８
へ
郵
送
（
最
終
日
の
消
印

有
効
）
か
直
接
持
参
（
土
日
㊗
を
除

く
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
ち
ば
電

子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
へ
ア
ク
セ
ス
し
、

応
募
可

※
申
込
書
受
付
後
に
面
接
を
行
い
、

結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
０
４
７
７
２

◆
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
き

の
延
期
の
お
知
ら
せ

　

市
報
の
だ（
令
和
５
年
７
月
15
日

号
）の
２
面
で
お
知
ら
せ
し
た「
野
田

市
太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例（
案
）」の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
手
続
き
は
、
７
月
25
日
火
か

ら
８
月
23
日
水
ま
で
の
期
間
に
実
施

す
る
予
定
で
し
た
が
、
こ
の
た
び
延

期
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
時
点
で
は
、
延
期
後
の
実
施
日

程
は
未
定
で
す
。
実
施
日
程
が
決
ま

り
ま
し
た
ら
、
改
め
て
案
内
い
た
し

ま
す
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
き

実
施
の
際
は
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
環
境
保
全
課
☎
�

７
１
９
９
‐
７
４
８
９

災害時の被災者の受入先などに
株式会社成通と災害協定締結

　市では、地震などの災害時
での被災者の避難時の受け入
れなどに関して、６月 30 日
にハリウッド野田店とハリ
ウッド七光台店を展開する株
式会社成通（岡山県岡山市）
と、「災害時における避難場
所等の提供に関する協定」を
締結しました。
　本協定により、店舗施設の
避難先としての利用や市が災
害対応をする際に状況に応じ 市長と中島孝文氏（営業部エリア長）市長と中島孝文氏（営業部エリア長）

て施設を利用できるようにな
ります。
【問合せ】防災安全課☎�
7136-1779
【ＨＰ検索】1038503

水
分
補
給
や
十
分
な
睡
眠
で

熱
中
症
対
策
を

　
熱
中
症
の
原
因
は
、
気
温
や
湿
度

が
高
い
状
況
下
で
、
体
内
の
水
分
や

塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
調

節
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
い
こ
と
で

す
。

　
め
ま
い
や
手
足
の
し
び
れ
、頭
痛
、

吐
き
気
、倦け
ん
た
い怠

感
な
ど
が
あ
っ
た
ら
、

早
急
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
重
症
に
な
る
と
、
呼
び
か
け
に

対
し
返
事
が
お
か
し
く
な
る
、
意
識

が
な
く
な
る
、
け
い
れ
ん
な
ど
が
起

こ
る
の
で
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び

ま
し
ょ
う
。

●
熱
中
症
の
予
防
方
法

・
の
ど
が
渇
く
前
に
水
分
と
塩
分
を

補
給

・
十
分
な
睡
眠

・
エ
ア
コ
ン
と
扇
風
機
の
利
用

●
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度

　
エ
ア
コ
ン
の
設
置
費
用
や
電
気
代

の
支
払
い
に
不
安
が
あ
る
方
は
、
生

活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
貸
付
条

件
な
ど
を
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
�
７

１
２
５
‐
１
１
８
９
、
関
宿
保
健
セ

ン
タ
ー
☎
�
７
１
９
８
‐
５
０
１
１
、

生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
は
社
会
福
祉

協
議
会
☎
�
７
１
２
４
‐
３
９
３
９

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
６
４
５
５

SPF

30

水分と塩分の補給が大切水分と塩分の補給が大切



　市報のだ 令和5年8月1日号
　
児
童
扶
養
手
当
は
父
母
の
離
婚
な

ど
で
、
父
親
ま
た
は
母
親
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を
養
育
す

る
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
に
、
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

　
児
童
扶
養
手
当
や
養
育
者
支
援
手

当
の
受
給
者
は
、
７
月
末
に
送
付
し

た
現
況
届
を
８
月
１
日
火
か
ら
31
日

木
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の

現
況
届
の
提
出
を

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
や
特
別
障
害

者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、
経
過

的
福
祉
手
当
を
受
給
の
方
に
、
８
月

上
旬
に
所
得
状
況
届
（
現
況
届
）
を

送
付
し
ま
す
。

　
引
き
続
き
受
給
を
継
続
す
る
た
め

に
は
、現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
必
要
書
類
を
添
え
、
８
月
10
日
木

か
ら
９
月
11
日
月
ま
で
に
障
が
い
者

支
援
課
か
関
宿
支
所
、
各
出
張
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

　
い
ず
れ
も
期
限
内
に
提
出
が
な
い

と
手
当
を
受
給
で
き
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
障
が
い
者
支
援
課
☎
�

７
１
９
9
‐
３
７
３
２

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
特
別
児
童
扶
養
手
当

は
１
０
０
０
４
０
１
、
特
別
障
害
者

手
当
は
１
０
０
０
４
０
２
、
障
害
児

福
祉
手
当
は
１
０
０
０
４
０
３

■手当・助成金の種類と支給対象者の要件

助
成
の
受
給
資
格
の
あ
る
方
は
、
８

月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
に
資
格
の
更

新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

期
限
内
に
提
出
が
な
い
場
合
は
、

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、手
当
な
ど
の
新
規
申
請
は
、

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課
☎
�

７
１
９
9
‐
３
２
７
３

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
１
０
９
６
７

種類 支給対象者

児童扶養手
当

次の要件に該当する児童（18歳になった日以後の最初の３月
31日まで該当）を養育している父または母か、その児童を養
育している方
①父母が離婚した後、父または母と一緒に生活していない児童
②父または母が死亡した児童
③父または母が重度の障がい（国民年金の障害等級１級程度）
にある児童
④父または母の生死が明らかでない児童
⑤父または母が裁判所からのＤＶの保護命令を受けた児童
⑥父または母から引き続き１年以上遺棄されている児童
⑦父または母が法令により引き続き１年以上拘禁されている児
童
⑧未婚の母の児童

養育者支援
手当

次の要件に該当する児童（18歳になった日以後の最初の３月
31日まで該当）で、父および母に監護されていない児童を養
育している、公的年金を受給している方
①父母が離婚した後、父および母に監護されていない児童
②～⑧児童扶養手当に同じ

ひとり親家
庭等医療費
助成

次の要件に該当する児童（18歳になった日以後の最初の３月
31日まで該当）を養育している父または母か、その児童を養
育している方で、社会保険各法の被保険者、組合員、または被
扶養者
①～⑧児童扶養手当に同じ

❹

特
別
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の

現
況
届
の
提
出
を

受給には現況届の提出が必要です受給には現況届の提出が必要です



　　市報のだ 令和5年8月1日号

給
水
管
の
複
数
化
や

自
宅
前
へ
の
水
道
管
工
事
費
は

　
市
で
は
、高
齢
者
の
み
の
世
帯
や
、

障
が
い
の
あ
る
方
、
持
病
が
あ
る
な

ど
で
、
日
中
独
り
で
い
る
高
齢
者
を

対
象
に
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を

無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
は
、
自
宅

で
救
命
活
動
が
必
要
に
な
っ
た
時
に

備
え
る
た
め
、
個
人
の
持
病
や
投
薬

な
ど
の
医
療
情
報
、
保
険
証
の
写
し

な
ど
を
容
器
に
入
れ
、
探
し
や
す
い

①
複
数
の
給
水
管
設
置
が
可
能
に

　

２
世
帯
住
宅
や
店
舗
兼
住
宅
な
ど

を
含
め
、
昨
今
の
新
し
い
生
活
ス
タ

イ
ル
へ
の
変
化
に
伴
い
、
１
つ
の
敷

地
内
で
の
複
数
の
給
水
管
取
り
出
し

の
要
望
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
水
道
部
で
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ま

の
利
便
性
の
向
上
と
快
適
性
を
確
保

す
る
た
め
、
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル

の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
取
扱
基

準
の
見
直
し
を
行
い
、
1
つ
の
敷
地

内
で
の
複
数
の
給
水
管
の
取
り
出
し

を
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
１
敷
地
内
で
複
数
の
給
水
管
取
り

出
し
は
、
水
道
部
に
申
込
み
後
に
、

い
つ
で
も
取
り
出
し
可
能
で
す
。

　

な
お
、
新
た
な
給
水
管
取
り
出
し

工
事
と
新
規
の
水
道
メ
ー
タ
ー
の
設
置

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
水

道
部
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

❺

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配
布

保
管
場
所（
冷
蔵
庫
）に
保
管
し
ま
す
。

　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
希
望
す

る
方
は
、
高
齢
者
支
援
課
や
障
が
い

者
支
援
課
、
関
宿
支
所
、
各
出
張
所

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
容
器
内
部

の
情
報
カ
ー
ド
は
、
随
時
更
新
す
る

も
の
で
、
用
紙
は
、
高
齢
者
支
援
課

や
障
が
い
者
支
援
課
、
関
宿
支
所
、

各
出
張
所
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
高
齢
者
支
援
課
☎
�
７

１
２
３
︲
１
０
９
２
、
障
が
い
者
支

援
課
☎
�
７
１
９
９
︲
３
７
３
２

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
０
４
３
１

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
へ

重
点
支
援
給
付
金
を
支
給

　
国
で
は
、
電
力
・
ガ
ス
・
食
料

品
な
ど
の
価
格
高
騰
に
よ
っ
て
家

計
へ
の
影
響
が
大
き
い
低
所
得
世

帯
に
、
１
世
帯
当
た
り
３
万
円
の

重
点
支
援
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
対
象
】①
令
和
５
年
度
分
の
住
民

税
非
課
税
世
帯（
世
帯
全
員
の
住

民
税
均
等
割
が
非
課
税
）、
②
令

和
５
年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
の

み
課
税
世
帯（
世
帯
全
員
の
住
民

税
所
得
割
が
非
課
税
）、
③
令
和

５
年
１
月
以
降
の
収
入
が
予
期
せ

ず
減
少
し
た
世
帯（
①
か
②
と
同

程
度
ま
で
収
入
が
減
少
）

※
①
、
②
は
確
認
書
を
送
付
。
③

は
申
請
要

【
申
請
】申
請
は
10
月
２
日
月

（
消
印
有
効
）ま
で
に
〒
278
‐

８
５
５
０
野
田
市
役
所
生
活
支
援

課
へ
持
参
か
郵
送

　
電
子
申
請
も
可
能
で
、
詳
細
は

確
認
書
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
を
。

【
問
合
せ
】コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎

0
１
２
０（
110
）631
、
生
活
支
援
課

社
会
係
☎
�
７
１
９
９
‐
２
５
７
３

（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
３
８
３
１
３

②
自
宅
ま
で
の
水
道
管
布
設
工
事
は

　
新
た
に
水
道
水
を
利
用
し
た
い
が
、

自
宅
前
の
公
道
に
水
道
管
が
入
っ
て

い
な
い
場
合
は
、
１
軒
か
ら
の
要
望

で
も
市
が
工
事
費
を
負
担
し
て
水
道

管
布
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
宅
前
が
私
道
の
場
合
は
、

土
地
か
家
屋
を
所
有
す
る
４
軒
以
上

で
組
合
を
設
立
し
申
請
す
れ
ば
、
工

事
費
の
４
分
の
３
を
市
が
負
担
し
ま

す
。
毎
年
11
月
末
ま
で
の
申
請
で
翌

年
度
に
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】
水
道
部
工
務
課
☎
�

７
１
２
４
︲
５
１
４
６

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
①
は
１
０
２
８
３
３

６
、
②
は
１
０
２
８
３
５
３

救急医療情報キットは普段は冷蔵庫で保存救急医療情報キットは普段は冷蔵庫で保存
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❻

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
と
地

域
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
推
進
と
家
庭
で
の
脱
炭
素
化
の

普
及
を
目
指
し
て
、
脱
炭
素
化
を
促

進
す
る
設
備
な
ど
を
導
入
し
た
方
に

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

申
請
は
工
事
完
了
後
で
、
市
税
滞

納
者
や
令
和
５
年
３
月
以
前
に
工
事

着
手
や
住
宅
の
引
き
渡
し
を
受
け
た

方
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

【
申
請
の
受
付
期
限
】令
和
６
年
２
月

29
日
木
ま
で（
申
請
件
数
が
上
限
に

達
し
た
時
点
で
終
了
）

【
申
請
方
法
】申
請
書
に
必
要
書
類
を

添
え
、
〒
278
‐
８
５
５
０
野
田
市
役

所
環
境
保
全
課
へ
郵
送
か
直
接
持
参

（
郵
送
の
場
合
は
事
前
連
絡
を
）

【
問
合
せ
】
環
境
保
全
課
☎
�
７
１

９
９
‐
７
４
８
９

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
３
７
５
１
６

脱
炭
素
化
に
向
け

省
エ
ネ
設
備
設
置
な
　
　
ど
に
補
助

対
象
設
備

対
象
要
件

補
助
金
額

①
家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス

テ
ム
（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）

停
電
時
自
立
運
転
機
能
あ
り

10
万
円

②
定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
蓄
電
シ
ス
テ
ム

太
陽
光
発
電
設
備
の
併
設

７
万
円

③
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム

動
力
を
使
用
し
て
熱
媒
等
を
循
環
さ

せ
る
も
の

５
万
円

④
窓
の
断
熱
改
修

１
居
室
単
位
で
外
気
に
接
す
る
窓
を

全
て
改
修

補
助
対
象
経
費
の
４

分
の
１（
上
限
８
万
円
）

⑤
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）・

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
自
動
車
（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）

太
陽
光
発
電
設
備
、
一
般
家
庭
用
充

給
電
設
備
（
Ｖ
２
Ｈ
）
の
併
設

15
万
円

太
陽
光
発
電
設
備
の
併
設

10
万
円

⑥
一
般
住
宅
用
充
給
電
設

備
（
Ｖ
２
Ｈ
）

Ｅ
Ｖ
ま
た
は
Ｐ
Ｈ
Ｖ
と
太
陽
光
発
電

設
備
の
併
設

補
助
対
象
経
費
の
10

分
の
１（
上
限
25
万
円
）

⑦
集
合
住
宅
用
充
電
設

備

住
民
の
み
利
用
可
能
な
設
備

国
の
補
助
額
の
３
分
の

１（
上
限
50
万
円
）

住
民
以
外
も
利
用
可
能
な
設
備

国
の
補
助
額
の
３
分
の

２（
上
限
100
万
円
）

⑧
住
民
の
合
意
形
成
の

た
め
の
資
料

期
間
内
に
総
会
で
議
論
を
行
う

た
め
に
作
成
し
た
資
料

15
万
円

■住宅用設備等脱炭素化促進事業補助金

休
日
の
急
用
で
も

預
か
り
保
育
で
安
心
子
育
て

　
子
育
て
サ
ロ
ン
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
で
は
、
急
用
で
休
日
に
子
ど

も
の
面
倒
を
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
保
護
者
の
た
め
に
、
休
日
預

か
り
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
認
可
保
育
所
な
ど

が
施
設
の
園
児
向
け
に
実
施
し
て
い

る
休
日
保
育
の
認
定
理
由
に
よ
ら
な
い

場
合
で
も
、
冠
婚
葬
祭
や
育
児
疲
れ

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
休
日
に
急
用
が
生

じ
た
な
ど
の
理
由
で
利
用
で
き
ま
す
。

【
対
象
施
設
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ゆ
っ
く
っ
く（
岩
名

２
丁
目
７
‐
32
・
☎
�
７
１
２
９
‐

８
０
８
９
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
う
＆

み
い（
中
根
193
・
☎
�
７
１
２
４
‐

１
３
６
７
）

【
利
用
時
間
】日
㊗（
年
末
年
始
を
除

く
）の
９
時
～
16
時

【
利
用
料
】１
時
間
850
円
、
30
分
420
円

【
申
込
み
】利
用
予
定
日
の
３
日
前
ま

で
に
直
接
各
施
設
へ（
利
用
登
録
申

込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）

◆
施
設
利
用
料
の
半
額
を
助
成

保
育
の
必
要
性
を
認
定
さ
れ
た

保
護
者
が
利
用
し
た
認
可
外
保
育
施

設
や
保
育
所
な
ど
の
一
時
預
か
り
、

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

料
金
の
半
額
を
助
成
（
月
の
上
限
は

児
童
１
人
当
た
り
２
万
円
）
し
て
い

ま
す
。
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
子
ど
も
保
育
課
☎
�

７
１
９
９
‐
４
４
７
７

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
２
８
１
３
１

選
挙
の
投
票
日
前
の
一
定
期
間

内
に
投
票
で
き
る
期
日
前
投
票
制

度
を
ご
存
じ
で
す
か
。

選
挙
の
公
示（
告
示
）日
の
翌
日

か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
、
市

役
所
な
ど
に
設
け
ら
れ
た
期
日
前

投
票
所
で
投
票
で
き
る
も
の
で
、

野
田
市
で
は
市
内
５
か
所
に
期
日

前
投
票
所
を
設
け
て
い
ま
す
。

今
年
の
４
月
９
日
に
行
わ
れ
た

県
議
会
議
員
一
般
選
挙
で
は
、
期

日
前
投
票
を
利
用
し
た
方
が
、
全

投
票
者
数
の
約
３
割
い
ま
し
た
。

仕
事
な
ど
で
多
忙
な
方
は
、
期

日
前
投
票
制
度
を
活
用
し
、
棄
権

せ
ず
、
貴
重
な
１
票
を
無
駄
に
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】選
挙
係
☎
�
７
１
２
３

‐
１
５
８
０

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
３
７
５
３
８

期
日
前
投
票
の
活
用
を
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市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推

進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、「
野

田
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」

を
策
定
し
、
市
が
行
う
事
務
と
事
業

に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削

減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
第
4
次
実
施
計
画
か
ら
は
、

市
域
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

抑
制
も
進
め
る
た
め
、
市
民
と
事
業

者
の
取
り
組
み
に
係
る
事
項
も
記
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
削
減
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
現
在
の
取
組
状
況

　
市
庁
舎
の
施
設
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

し
、
昼
時
間
に
消
灯
す
る
な
ど
の
効

率
的
な
運
用
の
ほ
か
、
空
調
温
度
を

冷
房
は
28
度
、
暖
房
は
20
度
に
設
定

し
、
毎
週
水
曜
日
は
公
用
車
使
用
を

20
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
し
、
節
水
の
励

行
な
ど
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま

す
。

◆
市
民
が
で
き
る
取
り
組
み

　
市
で
は
、
人
口
が
減
少
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
世
帯
数
は
微
増
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　
世
帯
数
の
増
加
は
、
電
力
使
用
基

本
契
約
数
の
増
加
に
直
結
し
、
結
果

と
し
て
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
増
加

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
単
身
世
帯
で
は
、
世
帯
ご
と
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
は
多
く
な
い
の
で

す
が
効
率
が
悪
く
、
１
人
当
た
り
の

二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
増
加
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
、
人
口
の
減
少
に
伴

う
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
減
少
は
小

幅
に
な
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
個
々
の
家
庭
に
お
け

る
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
品
の
使
用
や

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
事
業
者
が
で
き
る
取
り
組
み

　
市
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の 

68
・

５
パ
ー
セ
ン
ト
が
産
業
部
門
の
う
ち

製
造
業
か
ら
、
12
・
３
パ
ー
セ
ン
ト

が
運
輸
部
門
の
自
動
車（
家
庭
で
使

用
さ
れ
る
自
家
用
車
も
含
む
）か
ら

排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
全
体
と
し
て
は 

平

成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
以
後
、
一

時
的
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が

増
加
し
ま
し
た
が
、
平
成
25
年
以
降

減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
野
田
市

に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
あ
る
と

市
全
体
の
取
り
組
み
で

温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
へ

東
京
理
科
大
学
で

包
括
連
携
市
民
講
座
を
開
催

　
市
で
は
、
市
内
に
立
地
す
る
大
学

と
い
う
地
域
資
源
を
活
用
し
、
ま
ち

を
活
性
化
し
よ
う
と
、
東
京
理
科
大

学
と
連
携
し
、
小
中
学
校
へ
の
出
前

授
業（
学
校
教
育
の
活
性
化
）や
大
学

教
授
に
よ
る
市
民
セ
ミ
ナ
ー
（
生
涯

学
習
の
活
性
化
）、
介
護
予
防
講
演

会
・
市
報
へ
の
コ
ラ
ム
連
載（
介
護

予
防
事
業
の
推
進
）、
大
学
図
書
館・

理
窓
会
記
念
自
然
公
園
の
大
学
施
設

の
市
民
利
用
な
ど
、
多
方
面
に
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
を
対
象
に
し
た
、

大
学
主
催
の
市
民
講
座
を
野
田
市
と

流
山
市
と
の
３
者
で
締
結
し
た
包
括

連
携
協
定
に
基
づ
き
、
定
期
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
講
座
の
第
９
回
目
は
、
杉
山

睦
氏（
同
大
学
創
域
理
工
学
部
電
気

電
子
情
報
工
学
科
教
授
）に
よ
る「
科

学
技
術
×
環
境
・
農
業 

誰
も
が
使

え
る
ハ
イ
テ
ク
技
術
で
次
世
代
農
業

を
実
現
！
」で
す
。

　

当
日
は
、
同
大
学
で
取
り
組
む
、

安
価
で
導
入
し
や
す
く
、
ノ
ウ
ハ
ウ

が
な
い
素
人
で
も
お
い
し
い
野
菜
や

果
物
を
育
て
ら
れ
る「
も
う
か
る
農

業
×
ハ
イ
テ
ク
技
術
」を
テ
ー
マ
に
、

食
糧
問
題
や
地
球
環
境
問
題
な
ど
を

解
決
す
る
た
め
の
研
究
活
動
を
講
演

で
紹
介
し
ま
す
。

　
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
受
講
も
可
能
で
す
。

　
な
お
、
感
染
状
況
で
変
更
や
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】９
月
９
日
土
14
時
～

15
時
30
分
・
同
大
学
７
号
館
６
階
講

堂【
定
員
】100
人（
ネ
ッ
ト
配
信
は
250
人
）

ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
を
掲
載
）

【
問
合
せ
】同
大
学
野
田
統
括
課
地
域

連
携
室
☎
�
７
１
２
2
‐
９
１
３
７

（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
）、
企
画
調

整
課
☎
�
７
１
２
３
‐
１
０
６
５

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
３
２
３
５
４

【
申
込
み
】９
月
６
日
水

ま
で
に
大
学
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら（
市
ホ
ー

推
測
さ
れ
ま
す
。

　
今
日
で
は
、
企
業
の
社
会
的
責
任

に
対
す
る
市
民
の
関
心
の
高
ま
り
も

あ
り
、
社
会
的
責
任
の
１
つ
と
し
て

地
球
温
暖
化
対
策
に
積
極
的
な
姿
勢

を
示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
事
業
者
に
お
い
て
も
、
空

調
・
照
明
の
節
電
や
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
、

ク
ー
ル
ビ
ズ
、
働
き
方
改
革
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
社
会
へ

の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
、
製

造
過
程
で
発
生
す
る
残
り
か
す
の
燃

料
利
用
、
建
物
全
体
の
電
力
消
費
の

監
視
と
分
析
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
導

入
な
ど
の
対
策
を
、
さ
ら
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
問
合
せ
】地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
は
環
境
保
全
課
☎
�
７
１
９
９
‐

７
４
８
９
、
市
役
所
本
庁
舎
で
の
取

り
組
み
は
営
繕
課
☎
�
７
１
９
９
‐

４
９
５
８

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
１
１
０
０
１



　市報のだ 令和5年8月1日号

❽

　
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
は
、
日
常

生
活
の
動
作
を
維
持
し
な
が
ら
介
護

予
防
に
役
立
つ
運
動
で
、
道
具
が
な
く

て
も
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
指
導
士
と
な
っ
た
市
民

が
、
毎
月
地
域
で
開
催
の
体
操
教
室

や
体
験
教
室
で
高
齢
者
の
市
民
に
体

操
を
教
え
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
指
導
士
に
な
る
に
は
、
養
成
講
習

217
人
が
指
導
士
に
な
り
、
各
地
域
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】９
月
７
日
木
、
11
日
月
、
14

日
木
、
20
日
水
、
22
日
金
、
27
日
水

の
９
時
～
15
時

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
全
日
程
に
出
席
し
、
指
導

士
会
に
入
会
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
え
る
方

【
定
員
】
先
着
20
人

【
申
込
み
】８
月
７
日
月
～
16
日
水
に

電
話
か
直
接
、
高
齢
者
支
援
課
☎
�

７
１
２
３-

１
０
９
２（
平
日
８
時

30
分
～
17
時
15
分
）へ

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
１
１
２
１
０

台
風
や
大
雨
に
よ
る
被
害
を
皆
さ

ん
の
自
助
と
共
助
で
軽
減
し
て
い
く

た
め
、
土
の
う
を
無
料
で
配
布
す
る

土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
市
内
５
か

所
で
11
月
末
ま
で
設
置
し
て
い
ま
す
。

配
布
は
、
１
世
帯
20
袋
ま
で
で
す
。

土
の
う
袋
に
は
砂
を
詰
め
て
お
り
ま

す
の
で
、
軍
手
や
汚
れ
て
も
よ
い
服

装
で
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
土
の

う
は
約
20
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
設
置

施
設
に
事
前
連
絡
し
、
受
け
取
り
に

来
る
時
間
な
ど
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

運
搬
手
段
の
な
い
高
齢
者
や
身
体

に
障
が
い
が
あ
る
方
の
配
送
な
ど
は

管
理
課
河
川
排
水
係
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
事
業
者
の
方
は
、

土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
を
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】管
理
課
河
川
排
水
係
☎
�

７
１
９
９-

２
０
６
１

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
２
５
４
４
１

大
雨
に
備
え
て

土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置

設置施設 所在地 配布時間 連絡先
消防本部 宮崎 １２６ 番地の ２

８時 30 分～
21 時

☎� ７１２４－０１１９

消防署南分署 二ツ塚 １３９ 番地の ９１ ☎� ７１２2－0123

消防署関宿分署 東宝珠花 ４３５ 番地の １ ☎� ７１98－０１１９
道路サービス課
（旧補修事務所） 鶴奉 ２６２ 番地 ８時 30分

～ 17時 15分
（平日のみ）

☎� ７１22－0079

道路サービス課
（旧補修事務所）
（いちいのホール）

東宝珠花 ２３７ 番地の １ ☎� ７１98－1127

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
に
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
�

第
２
期
生
物
多
様
性
戦
略
で

市
が
目
指
す
先
は

　
今
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
２

期
生
物
多
様
性
の
だ
戦
略
で
は
、「
一

人
一人
が
生
物
多
様
性
を
感
じ
、
行
動

す
る
」を
目
標
に
掲
げ
、
市
民
や
教
育

機
関
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
と
と
も

に
45
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
未
来
福
に
っ
こ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

福
田
第
二
小
学
校
で
は
、
自
分
た

ち
が
自
然
環
境
を
守
る
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
を
考
え
て「
未
来
福
に
っ

こ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
こ
う
の
と
り
の
里
に
募
金
箱

を
設
置
し
、
寄
付
し
た
方
に
ド
ラ
イ

フ
ラ
ワ
ー

を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る

活
動
を
行

い
ま
し
た
。

■土のうステーションの設置施設

簡単にできる簡単にできる

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

初
級
指
導
士
の
養
成
講
習

会（
全
６
回
・

合
計
30
時
間
）

を
受
講
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、

集まった寄付金を福田二小 6年生から市長に集まった寄付金を福田二小 6年生から市長に

　
３
か
月
間
で
集
ま
っ
た
募
金
約
２

万
６
千
円
を
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
え
さ
代

と
し
て
、
市
の
み
ど
り
の
ふ
る
さ
と

基
金
に
寄
付
し
ま
し
た
。

◆
「
運
河
塾
」
を
開
催

　
生
物
多
様
性
の
必
要
性
や
人
々
の

活
動
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
市
職
員
に

よ
る「
第
２
期
戦
略
の
展
望
」と
東
京

理
科
大
学
広
報
担
当（
柴
崎
伸
明
氏
）

が「
理
窓
会
記
念
自
然
公
園
整
備
計

画
」を
語
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】８
月
26
日
土
13
時
30

分
・
市
役
所
８
階
大
会
議
室

【
定
員
・
料
金
】先
着
80
人
・
300
円（
高

校
生
以
下
無
料
）

【
申
込
み
】８
月
24
日
木
ま
で
に
電
話

か
メ
ー
ル
で
利
根
運
河
の
生
態
系
を

守
る
会
・
新
保
☎
090
‐
２
２

１
３
‐
４
７
２
２
へ

【
問
合
せ
】み
ど
り
と
水
の
ま
ち
づ
く

り
課
☎
�
７
１
９
９-

８
１
４
７

募金箱はこうのとりの里に募金箱はこうのとりの里に
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サ
ポ
ー
ト
詐
欺
に
要
注
意

　

サ
ポ
ー
ト
詐
欺
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
閲
覧
中
に
偽
の
警
告
画
面
と

電
話
番
号
を
表
示
し
、
電
話
先
で
不

必
要
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
の
購

入
や
サ
ポ
ー
ト
契
約
を
結
ば
せ
る
手

口
で
す
。
電
話
は
せ
ず
、
パ
ソ
コ
ン

操
作
を
終
了
し
、お
金（
電
子
マ
ネ
ー

も
）
は
支
払
わ
ず
に
、
警
察
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
野
田
警
察
署
☎
�

７
１
２
５
‐
０
１
１
０
、
防
犯
係
☎

�
７
１
９
９
︲
４
９
０
８

　
市
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
物

価
高
騰
で
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い

る
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
を
継
続
す

る
事
業
者
に
対
し
、
市
内
に
本
社
を

有
す
る
事
業
者
は
50
万
円
、
市
外
に

本
社
が
あ
り
市
内
に
営
業
所
を
有
す

る
事
業
者
は
25
万
円
を
上
限
に
支
援

金
を
支
給
し
ま
す
。

【
支
給
額
】
一
般
ま
た
は
特
定
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
用
車
両
は
１
台
２
万

５
千
円
、
貨
物
軽
自
動
車
運
送
事
業

用
車
両
は
１
台
１
万
円
（
１
事
業
者

１
回
限
り
。
詳
細
は
商
工
労
政
課
窓

口
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
）

【
申
請
方
法
】
商
工
労
政
課
窓
口
で

配
布
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
の
指
定
様
式
で
、
必

要
書
類
を
添
え
て
、10
月
31
日
火（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
278
‐
８
５

５
０
野
田
市
役
所
商
工
労
政
課
（
☎

�
７
１
２
３
‐
１
０
８
５
）
に
郵
送

か
持
参

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
３
８
６
７
７

●
県
も
支
援
金
を
支
給

　

県
も
中
小
貨
物
運
送
事
業
者
の

要
件
を
満
た
す
方
（
令
和
５
年
５
月

１
日
時
点
で
事
業
を
行
い
今
後
も
継

続
）
へ
、
一
般
ま
た
は
特
定
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
用
車
両
は
１
台
２
万

３
千
円
、
貨
物
軽
自
動

車
運
送
事
業
用
車
両
は

１
台
８
千
円
を
支
給
し

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
へ

支
援
金
を
給
付

　
市
で
は
、
老
朽
化
で
使
用
を
休
止

し
て
い
る
総
合
公
園
水
泳
場
の
今
夏

の
代
替
措
置
と
し
て
、
市
内
民
間
ス

イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
＆
ス
パ 

ル
ネ
サ
ン
ス
野
田
24

と
野
田
ミ
ナ
ト
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
と
そ
れ
ぞ
れ
「
市
民
の
水
に
親
し

む
機
会
の
提
供
に
関
す
る
協
定
」
を

民
間
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
と

市
民
利
用
の
協
定
を
締
結

ま
す
。
９
月
８
日
金
ま
で
に
オ
ン
ラ

イ
ン
か
郵
送
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
県
支
援
金
の
問
合
せ
】
千
葉
県
貨

物
運
送
事
業
者
物
価
高
騰
対
策
支
援

金
事
務
局
☎
０
１
２
０（
101
︶278（
平

日
９
時
～
18
時
）

締
結
し
ま
し
た
。
本
協
定
に
よ
り
、

会
員
以
外
で
も
各
者
の
プ
ー
ル
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
ル
ネ
サ
ン
ス 

野
田
24

【
実
施
日
時
】
８
月
７
日
月
の
10
時

～
正
午
、
13
時
～
15
時

【
申
込
方
法
】
事
前
に
同
施
設
☎
�

７
１
２
２
‐
９
０
０
０
へ

●
野
田
ミ
ナ
ト
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

【
実
施
日
時
】 

8
月
1
日
火
～
28
日
月

（
29
日
火
～
31
日
木
休
館
）
の
営
業

時
間
内

【
申
込
方
法
】
当
日
同
館
受
付
☎
�

７
１
２
９
‐
３
１
８
１

【
問
合
せ
】
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
☎
�

７
１
２
３
‐
１
３
６
７

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
３
８
３
４
４

左からルネサンス野田24 中嶋浩一氏、市長、左からルネサンス野田24 中嶋浩一氏、市長、
野田ミナトスイミングスクール山口純平氏野田ミナトスイミングスクール山口純平氏

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
を
募
集

施設名 最低金額（年額） 契約期間
総合公園陸上競技場 80 万円

3 年以上
10 年以下

（1 年単位）

総合公園庭球場 24 万円
総合公園自由大広場 8 万円

宮崎市民の森 8 万円
スポーツ公園 24 万円

■募集中の 5 施設 　

市
で
は
、
公
共
施
設
を
有
効
活
用

し
、
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
施
設
の
愛
称
を
命

名
す
る
権
利
）
を
導
入
し
、
パ
ー
ト

ナ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
施
設
特
定
型
に
よ
る
募
集

　
総
合
公
園
陸
上
競
技
場
な
ど
５
施

設
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

る
募
集

　

対
象
を
特
定
せ
ず
通
年
で
随
時
、

企
画
提
案
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
対
象
施
設
】
主
に
市
民
が
利
用
す

る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
文
化
施
設
、
公

園
な
ど
（
た
だ
し
、
①
す
で
に
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
導
入
し
た
施
設
や

施
設
特
定
型
で
募
集
中
の
施
設
、
②

市
役
所
や
支
所
、
小
中
学
校
な
ど
、

③
道
路
や
水
路
、
④
施
設
の
名
称
に

特
段
の
経
緯
が
あ
る
施
設
（
三
ツ
堀

里
山
自
然
園
な
ど
）
を
除
く
）

【
金
額
】
年
額
で
提
案
。
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
料
の
代
わ
り
に
施
設
で
使

う
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
で
も
可

【
契
約
期
間
】
施
設
特
定
型
と
同
じ

【
応
募
方
法
】
先
着
順
で
事
前
相
談

【
問
合
せ
】
管
財
係
☎
�
７
１
２
３

‐
１
０
７
５

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
施
設
特
定
型
は

１
０
３
８
５
３
９
、
企
画
提
案
型
は

１
０
３
８
５
４
０

【
応
募
方

法
】
先
着

順
で
申
込

書
に
誓
約

書
を
添
え

直
接
管
財

課
へ

【
応
募
期

限
】
令
和

６
年
３
月

29
日
金
ま

で●
企
画
提

案
型
に
よ

２次元コード２次元コード
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江
戸
時
代
に
ま
と
め
ら
れ
た
書
物　

の
挿
絵
の
中
に
描
か
れ
た
虫
た
ち
と

は
。
か
ぶ
と
の
装
飾
の
モ
チ
ー
フ
に

な
っ
た
虫
や
蚊
の
撃
退
法
な
ど
、
江

戸
時
代
の
虫
と
人
と
の
関
わ
り
を
絵

と
と
も
に
百
話
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
11
ぴ
き
の
ね
こ
」
シ
リ
ー
ズ
で

お
な
じ
み
の
作さ
く
し
ゃ者

が
、
動ど
う
ぶ
つ物

の
描え
が

き

方か
た

を
教お
し

え
ま
す
。
大た
い
せ
つ切

な
の
は
自じ
ぶ
ん分

ら
し
く
描え
が

く
こ
と
。
そ
の
入い
り
ぐ
ち口
と
な

る
コ
ツ
を
紹し
ょ
う
か
い介
し
て
い
ま
す
。さ
あ
、

あ
な
た
も
描え
が

い
て
み
ま
し
ょ
う
！

「大江戸虫図鑑」

「馬場のぼるのおえかき教室」
馬場のぼる・作

こぐま社

New Books

北 図 書 館☎� 7129-8811 せきやど図書館☎� 7198-4946
興風図書館☎� 7123-7611　南 図 書 館☎� 7125-7981

興風図書館の推せん図書

西田知己・著
東京堂出版

市
で
は
健
康
ス
ポ
ー
ツ

文
化
都
市
宣
言
記
念
事
業

と
し
て
７
月
９
日
、開
局
80

年
を
迎
え
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉

放
送
局
と
共
催
で
、Ｅ
テ
レ

の
人
気
番
組
「
み
い
つ
け

た
！
」の
公
開
収
録
を
野
田

ガ
ス
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）

で
開
催
し
た
。収
録
の
模

様
は
、８
月
20
日
日
16
時

15
分
か
ら
放
送
予
定
。８

月
14
日
月
７
時
30
分
（
再

放
送
18
時
25
分
）か
ら
は
、

野
田
市
な
ど
の
「
千
葉
ス

ペ
シ
ャ
ル
ウ
イ
ー
ク
」も
。

野
田
で
「
み
い
つ
け
た
！
」

公
開
収
録
に
千
900
人
が
来
場

「収録で野田の名産を知ったのでまた来たい」と話す人も「収録で野田の名産を知ったのでまた来たい」と話す人も

七
夕
夜
の
７
時
７
分
に

利
根
運
河
で
乾
杯

持
続
可
能
な
水
辺
の
活

用
に
向
け
官
民
一
体
で
活

動
す
る
「
ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
」

の
一
環
で
７
月
７
日
、
利
根

運
河
で
一
斉
に
乾
杯
す
る

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

同
実
行
委
員
会
が
、
運

河
周
辺
の
住
民
と
東
京
理

科
大
学
生
の
交
流
を
促
そ

う
と
企
画
。
出
店
が
並
び
、

学
生
の
演
奏
な
ど
も
行
わ

れ
委
員
ら
は
「
コ
ロ
ナ
禍

を
経
た
４
年
分
の
思
い
が

詰
ま
っ
た
乾
杯
が
聞
け
て

う
れ
し
い
」と
話
し
て
い
た
。

運河特設ステージで市長も乾杯

市民訪問

半
世
紀
以
上
の
鍛
錬
を
重
ね

剣
道
日
本
一
に

藤
㟢　
明
美
さ
ん

　

６
月
５
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催

さ
れ
た「
全
日
本
高
齢
者
武
道
大
会

（
剣
道
）」女
子
個
人
戦
65
歳
以
上
の
部

で
優
勝
し
た
、
藤
㟢
明
美
さ
ん
。「
試

合
は
若
い
頃
の
よ
う
な
力
だ
け
の
剣

道
で
な
く
、
間
合
い
と
タ
イ
ミ
ン
グ
に

も
集
中
し
勝
負
し
ま
し
た
。
50
年
以

上
、
稽け
い
こ古

を
続
け
た
成
果
で
す
ね
」と

喜
び
な
が
ら
も
、「
こ
れ
か
ら
も
稽
古

に
精
進
し
た
い
」と
謙
虚
に
話
し
ま
す
。

　
16
歳
の
時
、
兄
の
り
り
し
い
立
ち

姿
に
憧
れ
て
剣
士
の
道
へ
。
就
職
、

結
婚
、
出
産
と
人
生
の
ス
テ
ー
ジ
を

重
ね
な
が
ら
、
現
在
は
女
流
剣
士
最

高
位
の
七
段
で
古
武
道
の
杖
道
も
六

段
の
腕
を
誇
り
ま
す
。

　

後
進
の
指
導
に
も
熱
心
で
、
小
中

学
生
を
指
導
す
る
野
田
剣
志
会
で
は
、

心
の
持
ち
方
の
大
切
さ
を
説
き
、「
勇

気
を
も
っ
て
強
い
心
で
挑
む
気
持
ち

は
剣
道
だ
け
で
な
く
、
学
校
生
活
や

人
生
で
も
大
切
」と
藤
㟢
さ
ん
。
全
国

大
会
優
勝
後
に
は
、
教
え
子
た
ち
が

祝
勝
会
を
開
い
て
く
れ
た
そ
う
で
、「
心

の
優
し
い
剣
士
た
ち
を
こ
れ
か
ら
も

育
て
て
い
き
た
い
で
す
ね
」と
微
笑
み

な
が
ら
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

木
間
ケ
瀬
在
住
・
昭
和
31
年
生
ま
れ

市民訪問
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みんなで支えるバリアフリー（66）

ありのままを受けいれるのが
はじめの一歩

　
夏
は
、
旅
行
や
帰
省
な
ど
で
、
い

ろ
い
ろ
な
地
域
や
た
く
さ
ん
の
人
に

出
会
う
機
会
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
に
よ
っ
て
は
、
自
分
と
違
う

言
葉
（
方
言
）
や
行
動
、
慣
習
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
、
あ
な
た
は

ど
う
思
い
ま
す
か
。

　
自
分
の
考
え
と
違
う
こ
と
を
見
た

要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
自
分
の
当
た
り
前
が
、

他
の
人
に
と
っ
て
、
そ
う
で
な
い
こ

と
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
自
分
と
他
人
の
違
い
が
あ
る
こ
と

を
認
め
、
あ

り
の
ま
ま
を

受
け
い
れ
ら

れ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

そ
う
す
る
こ

と
が
、
心
の

バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
つ
な

が
り
ま
す
。

り
聞
い
た
り
し
て
、
差
別
的
な
態
度

や
発
言
を
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　
差
別
問
題
は
、
差
別
を
す
る
人
が

い
る
か
ら
起
き
る
の
で
す
。

　
差
別
を
な
く
す
に
は
、
自
分
の
中

に
あ
る
差
別
や
偏
見
と
向
き
合
う
必

７
月
15
日
の
夜
、
キ
ッ

コ
ー
マ
ン
駐
車
場
で
、
津

久
舞
が
行
わ
れ
た
。

津
久
舞
は
、享
和
２
（
１

８
０
２
）
年
に
干
ば
つ
で
大

凶
作
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

野
田
町
と
山
崎
村
で
臨
時

で
行
わ
れ
た
記
録
が
残
る
、

古
く
か
ら
の
雨
乞
い
の
行

事
で
、
国
選
択
・
県
指
定

の
無
形
民
俗
文
化
財
。

今
年
は
、
豊
か
な
ち
ば
文

化
の
魅
力
を
特
徴
づ
け
る

も
の
と
し
て
、
ち
ば
文
化
資

産
に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
。

220
年
の
歴
史
が
あ
る

津
久
舞
が
今
年
も
無
事
に

多くの方が見守る中で命綱なしの演舞多くの方が見守る中で命綱なしの演舞

価値観は人それぞれ価値観は人それぞれ

わが家の自慢料理

川村由紀さん（木間ケ瀬）

台湾の家庭の味「しらすインゲン」

①ネギは小口切り、ニンニクはみじん切り、インゲンは筋
を取り、3～4センチに切る②フライパンに米油を入れ、
しらすを炒め半乾きになったら一度取り出す③米油を追
加しインゲンを炒め、❷を戻し入れて炒めた後、取り出
す④再び米油を入れ、ニンニクを焦がさないように炒め、
香りが出たらネギ、輪切りの唐辛子、❸を戻し入れ、塩
と白こしょうで味付けし、皿に盛り付けたら、出来上がり
※台湾在住の娘から教わりました。ご飯のおかずやパ
ンにのせ、とろけるチーズをかけてもおいしいですよ。
しらすの塩分があるので塩は調整を。米油もお好みで
《材料》2～3人前：ネギ15グラム、ニンニク2片、インゲン（サ
ヤエンドウ）120 グラム、米油（サラダ油）大さじ3～4、しらす
（こうなご）50～100グラム、唐辛子少々、塩・白こしょう少々

鈴木貫太郎翁を知る（23）

皇
后
様
か
ら
い
た
だ
い
た

大
切
な
食
器

　

昭
和
20
年
８
月
15
日
に

日
本
は
終
戦
を
迎
え
ま
し

た
が
、
当
時
の
日
本
に
は

ま
だ
戦
争
を
続
行
で
き
る

と
考
え
て
い
た
人
々
が
い

ま
し
た
。
そ
う
し
た
人
々

に
と
っ
て
、
日
本
を
終
戦
に

導
い
た
鈴
木
貫
太
郎
翁
は
、

許
し
難
い
人
物
と
捉
え
ら

れ
て
い
て
、
過
激
派
が
貫

太
郎
翁
の
東
京
の
自
宅
を

15
日
朝
に
襲
撃
し
ま
し
た
。

　

貫
太
郎
翁
は
、
間
一
髪

の
と
こ
ろ
で
難
を
逃
れ
ま

し
た
が
自
宅
を
焼
か
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
襲
撃
の
知
ら
せ
を
聞
い
た

皇
后
陛
下
は
、終
戦
の
大
役

を
担
っ
た
前
総
理
と
昭
和
天

皇
の
養
育
係
の
タ
カ
夫
人
を

不ふ
び
ん憫
に
思
い
、茶
碗
や
平
皿

な
ど
の
食
器
を
贈
り
ま
し
た
。

　

収
納
箱
の
フ
タ
に
は
、

「
何
物
に
も
か
へ
か
た
き

有
難
い
品
な
り
」と
、
鈴

木
夫
妻
の
想
い
が
書
き
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
茶
碗
一
式
は
８
月

15
日
火
ま
で
興
風
図
書
館

で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

終戦時に自宅を戦争続行派に焼かれて避難終戦時に自宅を戦争続行派に焼かれて避難
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�

◆
柏
ゴ
ー
ル
デ
ン
ホ
ー
ク
ス
チ
ア
ダ

ン
ス
ス
ク
ー
ル

8
月
8
日
～
22

日
の
火
関
宿
パ
ー
ク
Ｍモ
ッ
プ
ス

Ｏ
Ｐ
Ｓ(

関

宿
総
合
公
園
）体
育
館
で
。全
３
回
。

未
就
学
児
～
小
学
1
年
生
は
16
時
～

16
時
50
分
、小
学
生
は
17
時
～
17
時

50
分
。５
千
775
円
。館
内
シ
ュ
ー
ズ
持

参
。申
込
み
は
事
前
に
電
話
か
直
接

同
館
☎
�
７
１
９
８
︲
８
５
０
０
へ

◆
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明

８
月
17

日
木
、
９
月
20
日
水
15
時
20
分
～
15

時
50
分
野
村
証
券
柏
支
店
ホ
ー
ル(

柏

市
）
で
。
各
先
着
20
人
。
各
日
15
時

50
分
～
16
時
50
分
に
同
所
で
登
録
要

否
相
談
会
あ
り
。
申
込
み
は
各
開
催

日
の
３
開
庁
日
前
17
時
ま
で
に
柏
税

務
署
☎
�
７
１
４
６
︲
２
３
２
１
へ

◆
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
欅
の
ホ
ー

ル
内
）で
講
座
な
ど

①
私
に
も
出

来
る
パ
ソ
コ
ン
入
門
…
９
月
１
日
～

12
日
の
火
金
10
時
～
正
午
。
全
４

回
。
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
使
い
方

や
文
字
入
力
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

使
い
方
を
学
ぶ
。
20
人（
抽
選
）。
500

円
。
②
や
さ
し
く
学
ぶ
コ
ー
チ
ン
グ

…
９
月
17
日
～
10
月
８
日
の
日
13
時

30
分
～
15
時
30
分
。
全
４
回
。
コ
ー

チ
ン
グ
の
基
本
ス
キ
ル
を
学
ぶ
。
20

人（
抽
選
）。
千
円
。
い
ず
れ
も
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
20
歳
以
上
。

申
込
み
は
①
は
８
月
25
日
金
ま
で
、

②
は
9
月
11
日
月
ま
で
に
電
話
か
直

接（
①
は
は
が
き（
講
座
名
・
氏
名
・

年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
）

も
可
）〒
278
︲
０
０
３
５
中
野
台
168

︲
１
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
７
１
２
３
︲

７
８
１
８
へ

◆
県
立
関
宿
城
博
物
館
で
講
座
な
ど

①
歴
史
講
座「
古
文
書
を
読
む（
初

級
編
）」
…
９
月
2
日
、
10
月
7
日
、

11
月
18
日
の
土
10
時
～
正
午
。
全
3

回
。
古
文
書
に
よ
く
出
て
く
る
基
本

的
な
単
語
や
慣
用
句
を
読
み
、
解
読

辞
典
の
使
い
方
も
習
得
。先
着
30
人
。

200
円
。
②
関
宿
城
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
展
…
９
月
12
日
火
～
10
月
１
日

◎
費
用
の
記
載
が
な
い
場
合
は
原
則
無
料
。
自
主
的
な
活
動
（
催
し
物
・
会
員

募
集
）の
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
発
行
日
の
1
か
月
前
ま
で
に
Ｐ
Ｒ
推
進
室
へ
。

催
し
の
変
更
や
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
各
主
催
者
に
確
認
を

  

講
座
・
教
室

野田の魅力を発見!!シリーズ⑮

　野田には優れた建築物がたくさんあります。社寺建築においては、立
たてかわ

川流宮大工佐藤庄
しょうすけのりひさ

助則久・里
さ と じ の り た け

次則壯親子
が携わっています。山崎に居を構えた佐藤家は、幕末から昭和初期頃にかけ、三代にわたって宮大工を生

なりわい
業とし、

初代の庄助則久は明治12（1879）年には皇居赤坂御所の造営にも関わったことからも優れた技術を持っていたこ
とがうかがえます。醤油醸造家茂木七郎右衛門家にある琴平神社の本殿、手水舎、絵馬殿（いずれも国登録有形
文化財）は庄助則久によるものです。次男の里次則壯は父のもとで修業を積み、27歳頃には棟梁を担い、その代
表作には上花輪香取神社や醤油醸造家茂木七左衞門家の主屋（国登録有形文化財）などがあります。佐藤父子の優

野田の木造建築の多くを担った宮大工

れた技術は建築物にとどまらず、彫刻が特徴の神
み こ し

輿にも発揮されています。
　今年6月18日、上花輪香取神社の神輿が約8か月の修復作業を終えました。大正14（1925）年製作の神輿は里
次則壯のほか6人の大工と、飾りや彫物の職人らが腕を振るったことがわかっています。中でも彫物師の石川信

神輿の彫刻（拡大写真）神輿の彫刻（拡大写真）

今年修復したばかりの上花輪香取神社の神輿今年修復したばかりの上花輪香取神社の神輿

光の作品は、現在の柴又帝釈天で見る
ことができます。修復に関わった地元
の高根沢正雄さんは「百年近く経過し
傷みも見られたので、皆で話し合って
修復に出した」と言い、また、修繕を
請け負った椎名正夫さんは、「宮大工
の技術で実物の社殿そのままに作られ
た希少な神輿で、私が修復した中では
特上のもの」と語ります。佐藤父子が
製作に携わった神輿は野田市内に15
基あり、野田に生きた立川流宮大工佐

藤父子の匠の技とともに、醤油醸造により育まれた野田のまち
の文化的な豊かさを今日に伝える貴重な遺産と言えます。

【問合せ】ＰＲ推進室☎�7199–2090
【参考文献】鈴木里行『野田に生きた立川流宮大工佐藤庄助則久・
里次則壯』1999年
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日（
月
と
9
月
26
日
火
～
28
日
木
除

く
）９
時
～
16
時
30
分
。
公
募
作
品

を
展
示
。
本
作
品
展
の
み
の
鑑
賞
は

無
料
。
③
千
葉
県
誕
生
150
周
年
記
念

企
画
展「
地
図
は
世
に
つ
れ
人
に

つ
れ
」
…
９
月
29
日
金
～
11
月
26
日

日（
月
除
く
）９
時
～
16
時
30
分
。
300

円（
高
校
・
大
学
生
は
150
円
）。
①
の

申
込
み
は
８
月
５
日
土
９
時
か
ら
同

館
☎
�
７
１
９
６
︲
１
４
０
０
へ

◆
太
極
拳
教
室（
初
心
者
）
９
月
13

日
～
11
月
８
日（
10
月
25
日
除
く
）の

水
10
時
10
分
～
11
時
40
分
イ
ン
フ
ォ

マ
ー
ジ
ュ
ア
リ
ー
ナ（
総
合
公
園
体

育
館
）で
。
全
８
回
。
高
校
生
以
上
。

先
着
35
人
。
申
込
み
は
８
月
５
日
土

～
9
月
10
日
日
に
直
接
同
ア
リ
ー
ナ

窓
口
☎
�
７
１
２
５
︲
１
１
５
５
へ

◆
え
ん
が
わ
（
関
宿
）
8
月
23
日

水
10
時
～
正
午
関
宿
ナ
ー
シ
ン
グ
ビ

レ
ッ
ジ（
桐
ケ
作
）で
。
先
着
10
人
。

�

市
税
な
ど
の
納
期（
8
月
）

納
期
限
は
8
月
31
日
木
で
す
。 

◆
①
市
県
民
税
（
２
期
）・
②
国
民
健

康
保
険
料
（
３
期
）・
③
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
（
２
期
）・
④
介
護
保
険

料
（
３
期
）

納
付
書
を
確
認
し
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
①
は
収
税
課
、
②
③
は
国

保
年
金
課
、
④
は
高
齢
者
支
援
課

発熱などの症状のあるときは
①地域の身近な医療機関に電話相談
治まった症状を含めおおむね３日間の症
状を伝えてください
②どこに電話したらよいかわからないときは
　・千葉県新型コロナウイルス感染症相談センター
　　☎ 0570-200-139（24 時間 365日）
　・野田市発熱相談専用ダイヤル
　　☎�7123-1646（平日8 時30 分～17 時15 分)

飲
み
物
代
200
円
。
申
込
み
は
８
月
5

日
土
～
18
日
金
に
電
話
か
直
接
関
宿

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
�
７
１

９
６
︲
５
５
８
８
へ

◆
け
や
き
寄
席

９
月
24
日
日
14
時

～
16
時
欅
の
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル

で
。
桂
南
な
ん
師
匠
や
春
風
亭
昇
也

師
匠
な
ど
が
出
演
。
千
500
円（
前
売

り
千
円
）。
チ
ケ
ッ
ト
は
野
田
ガ
ス

ホ
ー
ル（
文
化
会
館
）と
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
窓
口
、
ブ
ッ
ク
ス
エ
ン
ド
ウ

川
間
店
で
発
売
。
問
野
田
ガ
ス
ホ
ー

ル
☎
�
７
１
２
４
︲
１
５
５
５

◆
郷
土
博
物
館
で
収
蔵
品
展
な
ど

①
収
蔵
品
展「
い
つ
か
だ
れ
か
の
映

え
視
展
」
…
9
月
25
日
月
ま
で
。
9

時
～
17
時
。
絵
画
を
テ
ー
マ
に
美
術

資
料
な
ど
を
展
示
。
②
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
…
8
月
5
日
、
9
月
9
日
の

土
14
時
～
14
時
30
分
。
収
蔵
品
展
の

見
ど
こ
ろ
を
解
説
。
当
日
会
場
へ
。

や
申
込
み
は
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
。
問
東
京
出
入
国
在
留
管
理
局
☎

�
５
７
９
６
︲
７
２
３
４

◆
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
連
動
し
た
情
報
伝

達
訓
練

８
月
23
日
水
11
時
に
実
施
。

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。
災
害
な

ど
で
中
止
の
場
合
あ
り
。
問
防
災
安

全
課
☎
�
７
１
３
６
︲
１
７
７
９

◆
自
筆
証
書
遺
言
書
の
保
管

平
日

10
時
30
分
～
11
時
30
分
、
14
時
～
15

時
千
葉
地
方
法
務
局
柏
支
局
で
。
15

歳
以
上
。
各
先
着
1
人
。
3
千
900
円
。

遺
言
書
、
住
民
票（
本
籍
・
戸
籍
記
載

あ
り
）、
身
分
証
明
書（
顔
写
真
付
き
）

持
参
。
申
込
み
は
前
日
ま
で
に
同
支
局

☎
�
７
１
６
７
︲
３
３
０
９
へ

◆
建
退
共
（
建
設
業
退
職
金
共
済
制

度
）
の
退
職
金
制
度
の
利
用
を

建

設
業
を
営
む
方
と
現
場
で
働
く
方
の

退
職
金
の
掛
金
の
一
部
を
国
が
助

成
。
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
手
数
料

な
し
。
建
設
現
場
で
働
く
方
、
建
設

業
を
営
む
方
は
加
入
可
。
問
建
設
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部
☎
�
６
７
３

１
︲
２
８
６
７

◆
水
道
事
業
運
営
審
議
会

８
月
８

日
火
13
時
30
分
～
15
時
水
道
部
お
客

様
セ
ン
タ
ー
2
階
会
議
室
で
。
先
着

５
人
。
13
時
か
ら
受
付
。
問
水
道
部

業
務
課
☎
�
７
１
２
４
︲
５
１
４
５

③
夏
休
み
自
由
研
究
！
ミ
ニ
掛
軸
を

作
っ
て
み
よ
う
…
8
月
25
日
金
、
27

日
日
13
時
30
分
～
14
時
20
分
市
民
会

館
で
。
小
・
中
学
生
。
各
回
先
着
10

人
。
100
円
。
自
作
の
絵
な
ど
を
持
参
。

申
込
み
は
8
月
5
日
土
か
ら
同
館
☎

�
７
１
２
４
︲
６
８
５
１
へ

◆
８
月
の
保
育
所
の
園
庭
開
放

保

育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、親
子

で
保
育
体
験
。育
児
相
談
も
。10
時
～

11
時
。当
日
会
場
受
付
。問
各
保
育
所

◆
９
月
の
保
育
所
の
園
庭
開
放

◆
９
月
の
幼
稚
園
の
園
庭
開
放

当

日
会
場
受
付
。
問
各
幼
稚
園

◆
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
公
式
戦

招
待
企
画

８
月
22
日
火
～
24
日

木
、
9
月
１
日
金
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
マ
リ
ン

ス
タ
ジ
ア
ム（
千
葉
市
）で
。
18
時

開
始
。
内
野
指
定
席
を
ペ
ア
で
招

待
。
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
。
各
日
100
組（
抽
選
）。
申
込
み
は

８
月
１
日
火
10
時
～
13
日
日
22
時
に

千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
特
設
サ
イ

ト
か
ら
。
問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
☎
�

７
１
２
３
︲
１
３
６
７
、
マ
リ
ー
ン

ズ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０（
026
）226

◆
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用

を

気
象
庁
が
委
嘱
す
る
気
象
防
災

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
市
が
任
用
。
自
治

会
な
ど
の
防
災
講
話
な
ど
に
派
遣
可
。

詳
細
と
申
込
み
は
防
災
安
全
課
☎
�

７
１
３
６︲
１
７
７
９
へ

◆
広
告
付
き
封
筒
の
寄
附

封
筒
裏

面
に
広
告
掲
載
し
宣
伝
ツ
ー
ル
と
し
て

活
用
を
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

管
財
課
☎
�
７
１
９
９
︲
４
9
２
２
へ

◆
入
国
警
備
官
採
用
試
験

受
付
期

間
や
対
象
者
、
試
験
日
な
ど
の
詳
細

  

募
集
・
そ
の
他

  

イ
ベ
ン
ト

関
宿
中
部

野
田

幼
稚

園
名

６
日
水
９
時
30
分
～
10
時
30
分
・

☎
�
７
１
９
６・２
３
２
４

５
日
火
９
時
30
分
～
11
時
・

☎
�
７
１
２
２
・
２
４
５
０

開
放
日
時
・
電
話
番
号

 

会
議
な

ど
の
傍
聴

花
輪

中
根

福
田

北
部
南
部

乳
児

保
育
所
名

15
日
火

31
日
木

24
日
木

17
日
木

10
日
木

30
日
水

23
日
水

９
日
水

９
日
水

９
日
水

29
日
火

８
日
火

開
放
日

☎
�
７
１
２
２・１
７
７
０

☎
�
７
１
２
２・５
７
４
１

☎
�
７
１
３
８・０
５
７
７

☎
�
７
１
２
５・４
６
９
７

☎
�
７
１
２
４・２
２
２
１

☎
�
７
１
２
４・２
２
２
４

電
話
番
号

尾
崎
乳
児

保
育
所
名

５
日
火

５
日
火

開
放
日

☎
�
７
１
２
９・２
０
０
９

☎
�
７
１
２
４・２
２
２
４

電
話
番
号



　市報のだ 令和5年8月１日号

◆
夏
休
み
少
年
卓
球
教
室

8
月
5

日
～
27
日
の
土
日
13
時
～
15
時
川
間

体
育
館
で
。
全
8
回
。
小・中
学
生
。

３
千
円
。
申
込
み
は
事
前
に
白
石
☎

080
︲
５
０
７
３
︲
０
２
３
０
へ

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
野
田
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
楽

習
会「
オ
ー
バ
ル
ボ
ー
ル
な
ど
」
8

月
6
日
日
10
時
～
正
午
総
合
福
祉
会

館
で
。
500
円
。
申
込
み
は
事
前
に
渡

辺
☎
090
‐
７
８
２
２
︲
８
５
１
２
へ

◆
合
気
道
体
験
会

①
8
月
8
日
、

22
日
、
29
日
の
火
19
時
15
分
～
20
時

15
分
一
中
武
道
場
で
。
全
３
回
。
②

8
月
9
日
、
23
日
、
30
日
の
水
16
時

30
分
～
17
時
30
分
春
風
館
道
場
で
。

全
3
回
。
③
8
月
19
日
、
26
日
の
土

9
時
15
分
～
10
時
15
分
イ
ン
フ
ォ

マ
ー
ジ
ュ
ア
リ
ー
ナ
（
総
合
公
園
体

育
館
）
で
。
全
2
回
。
①
は
中
学
生

以
上
、
②
は
中
学
生
以
下
（
未
就
学

児
可
）、
③
は
小
学
生
以
上
。
い
ず

れ
も
１
回
500
円
。
申
込
み
は
事
前
に

田
中
☎
090
︲
5
９
８
３
‐
０
６
０
８

へ◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

８
月

22
日
火
10
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館

で
。
車
い
す
体
験
な
ど
。
市
内
在
住・

在
勤
の
方
。
先
着
20
人
。
申
込
み
は

8
月
５
日
土
～
18
日
金
に
電
話
か
直

接
社
会
福
祉
協
議
会
☎
�
７
１
２
4

︲
３
９
３
９
へ

◆
ヨ
ー
ガ
体
験
会

8
月
22
日
火
14

時
～
15
時
10
分
関
宿
中
央
公
民
館

で
。
先
着
10
人
。
800
円
。
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
持
参
。
申
込
み
は
8
月
5
日
土
～

21
日
月
に
鳥
羽
☎
090
‐
３
２
２
２
‐

４
６
１
３
へ

◆
夏
休
み
こ
ど
も
絵
手
紙
～
タ
オ
ル

筆
で
描
く
巻
紙

８
月
25
日
金
10
時

～
正
午
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
イ
オ
ン
ノ
ア
店
内
）で
。
小
学
生
。

先
着
10
人
。
千
円
。
申
込
み
は
8
月

5
日
土
～
18
日
金
に
電
話
か
２
次
元

コ
ー
ド
で
。
問

野
田
子

ど
も
劇
場
☎
�
７
１
2
４
︲

�

  

講
座
・
講
演
会

８
４
１
９（
水
金
10
時
～
15
時
）

◆
市
民
公
開
講
座
「
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
を
正
し
く
知
ろ

う
！
」
9
月
13
日
水
14
時
～
15
時

ア
ミ
ュ
ゼ
柏
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル

（
柏
市
）
で
。
申
込
み
は
事
前
に
北

柏
リ
ハ
ビ
リ
総
合
病
院
認
知
症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー
☎
�
７
１
１
０
︲
６

６
１
１
へ

◆
関
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
イ

ベ
ン
ト

①
こ
わ
い
お
は
な
し
会

ス
ペ
シ
ャ
ル
…
8
月
6
日
日
。
5

歳
以
上
は
14
時
～
14
時
35
分
。
3

歳
以
上
は
14
時
45
分
～
15
時
10
分
。

当
日
会
場
へ
。
②
科
学
あ
そ
び
ガ

ラ
ス
エ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
も
う
…

8
月
20
日
日
10
時
30
分
～
11
時
30

分
。
小
学
生
以
下（
保
護
者
同
伴
）。

先
着
10
人
。
③
せ
き
や
ど
シ
ネ
マ

フ
ェ
ス
タ「
岬
の
マ
ヨ
イ
ガ
」
…
8

月
26
日
土
13
時
～
15
時
。
先
着
89

人
。
申
込
み
は
②
③
は
い
ず
れ
も

8
月
6
日
日
か
ら
電
話
か
直
接
せ

き
や
ど
図
書
館
☎
�
７
１
９
８
︲

４
９
４
６
へ

◆
ゆ
う
＆
み
い
で
サ
ー
ク
ル
な
ど

①
お
は
な
し
玉
手
箱
…
8
月
8
日

火
。
②
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
…
8
月

28
日
月
。
③
育
児
相
談
日
…
8
月
31

日
木
。
２
組
。
い
ず
れ
も
10
時
～
11

  

イ
ベ
ン
ト

  

募
集
・
相
談
・
そ
の
他

◎
費
用
の
記
載
が
な
い
場
合
は
原
則
無
料
。
自
主
的
な
活
動
（
催
し
物
・
会
員

募
集
）の
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
発
行
日
の
1
か
月
前
ま
で
に
Ｐ
Ｒ
推
進
室
へ
。

催
し
の
変
更
や
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
各
主
催
者
に
確
認
を

時
、
０
～
３
歳
の
子
と
保
護
者
。
申

込
み
は
事
前
に

ゆ
う
＆
み
い
☎
�

７
１
２
４
︲
１
３
６
７（
９
時
～
11

時
）へ

◆
フ
ォ
ト
ナ
ビ
写
真
展

8
月
9
日

水
～
15
日
火
９
時
～
17
時（
初
日
は

13
時
か
ら
、
最
終
日
は
15
時
ま
で
）。

市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。

30
点
。
問
山
中
☎
080
‐
６
６
５
４
︲

３
７
０
５

◆
お
も
ち
ゃ
病
院
野
田

8
月
12
日

土
10
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
の
修
理
。
部
品
代

は
実
費
負
担
。
当
日
会
場
受
付
。
問

本
田
☎
�
７
１
２
９
︲
７

４
９
５

◆
ち
ょ
っ
と
硬
派
な
お
し
ゃ
べ
り
カ

フ
ェ

8
月
19
日
土
13
時
30
分
～
15

時
30
分
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
イ
オ
ン
ノ
ア
店
内
）で
。
政
治
や
社

会
現
象
な
ど
を
語
り
合
う
。
先
着
10

人
。
当
日
会
場
受
付
。
問
宇
野
☎
�

７
１
２
７
︲
１
７
５
４

◆
ゆ
う
さ
ん
の
紙
芝
居
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス　
８
月
27
日
日
10
時
30
分
、
14

時
市
役
所
８
階
大
会
議
室
で
。
劇
団

に
よ
る
パ
ン
ト
マ
イ
ム
と
マ
ジ
ッ
ク

の
ス
テ
ー
ジ
。
未
就
学
児
は
保
護
者

同
伴
。
各
先
着
200
人
。
８
月
５
日
土

９
時
か
ら
各
子
ど
も
館
で
チ
ケ
ッ
ト

を
配
布
。
問
う
め
さ
と
子
ど
も
館
☎

�
７
１
２
４
︲
９
１
０
６

◆
献
血
に
ご
協
力
を　

８
月
12
日

土
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
野
田
七
光
台
で
。

10
時
～
16
時（
11
時
45
分
～
13
時
除

く
）。
問
生
活
支
援
課
☎
�
７
１
９

９
︲
２
５
７
３

◆「
な
つ
ま
つ
り
～
こ
ど
も
食
堂
と

い
っ
し
ょ
に
」の
出
店
者

8
月
12

日
土
9
時
30
分
～
13
時

子
育
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ゆ
っ
く
っ
く
で
。
フ

リ
マ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
。
申

込
み
は
8
月
10
日
木
ま
で
に
ゆ
っ

く
っ
く
☎
�
７
１
２
９
‐
８
０
８
９

へ◆
市
民
短
歌
大
会
の
作
品

10
月

８
日
日
12
時
45
分
～
17
時
中
央
公

民
館
で
。
米
川
千
嘉
子
氏
（
歌
人
）

に
よ
る
全
作
品
講
評
。
２
千
円
（
作

品
投
稿
の
み
千
円
、
高
校
生
以
下

無
料
）。
申
込
み
は
9
月
5
日
火

必
着
で
は
が
き
（
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
最
近
自
作
の
短
歌
一

首
明
記
（
未
発
表
の
も
の
））
で
、

〒
278
︲
０
０
３
７
野
田
526
中
山
☎

090
︲
５
３
０
０
︲
４
８
２
５
へ

◆
社
会
福
祉
協
議
会
の
正
規
職
員

な
ど

①
野
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
職
員（
福
祉
系
事
務
職
）
…
受

験
資
格
は
平
成
元
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
で
大
学（
短
期
大
学
を

除
く
）を
卒
業
の
方
。
要
普
通
免
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許
。
令
和
5
年
10
月
１
日
付
け
で

１
人
程
度
採
用
。
適
性
検
査
と
面

接
試
験
。
②
エ
ア
コ
ン
の
無
料
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
…
歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
を
活
用
し
、
エ
ア
コ
ン（
１
人

に
つ
き
１
台
）を
専
門
業
者
が
無
料

で
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
。
対
象
は
70
歳

以
上（
８
月
１
日
時
点
）の
市
民
で

１
人
暮
ら
し
世
帯（
世
帯
分
離
は
除

く
）、
か
つ
要
介
護
１
以
上
で
自
己

負
担
割
合
が
１
割
の
方
。
20
人（
抽

選
）。
申
込
み
は
①
は
8
月
10
日
木

ま
で
に
郵
送（
簡
易
書
留
）か
直
接

〒
278
︲
０
０
０
３
鶴
奉
５
︲
１
同

協
議
会
へ
、
②
は
９
月
25
日
月
ま

で
に
電
話
か
直
接
同
協
議
会
☎
�

７
１
２
４
︲
３
９
３
９
へ

◆
障
害
年
金
専
門
社
労
士
の
無
料

サ
ポ
ー
ト

８
月
21
日
月
13
時
30

分
～
16
時
中
央
公
民
館
で
。
先
着

10
人
。
年
金
手
帳
や
病
歴
、
初
診

状
況
の
メ
モ
持
参
。
申
込
み
は
８

月
5
日
土
～
21
日
月
正
午
に
守
山

☎
090
︲
８
５
５
９
︲
５
６
９
７
へ

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
老
い
じ
た
く
あ
ん

し
ん
ね
っ
と「
遺
言
・
相
続
無
料
相

談
会
」
8
月
22
日
火
９
時
～
正
午

野
田
商
工
会
議
所（
欅
の
ホ
ー
ル

内
）で
。
人
生
設
計
や
遺
言
・
相
続
・

成
年
後
見
な
ど
。
先
着
３
人
。
申

込
み
は
8
月
14
日
月
ま
で
に
斉
藤

☎
�
７
１
２
４
︲
４
１
７
０
へ

◆
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
障
が

い
年
金
無
料
相
談
会

8
月
22
日

火
13
時
30
分
～
16
時
流
山
お
お
た

か
の
森
ホ
ー
ル（
流
山
市
）で
。
先

着
５
人
。
病
歴
な
ど
の
メ
モ
持
参
。

申
込
み
は
8
月
5
日
土
～
21
日
月

に
長
井
☎
090
‐
４
８
４
７
‐
６
５

３
６
へ

◆
８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間

夏
季
は
感
電
に
よ
る
事
故
が
多
い

た
め
次
の
要
点
の
意
識
を
。
①
使

わ
な
い
と
き
は
電
源
を
切
る
、
②

た
こ
足
配
線
は
厳
禁
、
③
感
電
防

止
に
ア
ー
ス
線
は
し
っ
か
り
取
り

付
け
、
④
プ
ラ
グ
は
と
き
ど
き
点

検
、
⑤
濡
れ
た
手
で
電
化
製
品
を

  

会
員
募
集

触
ら
な
い
。
問（
一
財
）関
東
電
気

保
安
協
会
☎
043（
312
）０
３
４
９

◆
市
報
の
だ
に
お
子
さ
ん
の
写

真
を　

市
報「
わ
が
家
の
天
使
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
。
過
去
に
掲

載
し
て
い
な
い
お
子
さ
ん
の
写
真

（
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
兄
弟
姉
妹

と
一
緒
の
場
合
は
掲
載
可
）。
申

込
み
は
電
話
か
直
接
Ｐ
Ｒ
推
進
室

☎
�
７
１
９
９-

２
０
９

０
へ

◎
サ
ー
ク
ル
名（
活
動
内
容
）・
活
動

予
定
日
時
・
活
動
予
定
場
所
・
募
集

対
象（
な
い
も
の
は
初
心
者
、
老
若
男

女
問
わ
ず
）・
会
費（
月8
は
月
会
費
、
年8

は
年
会
費
、
入8
は
入
会
金
）・
連
絡
先

◆
女
声
コ
ー
ラ
ス
レ
・
プ
ル
ニ

エ

毎
週
木
10
時
～
正
午
、
第
1
・

3
は
福
田
公
民
館
、
第
2
・
４
は

東
部
公
民
館
で
。
月8
2
千
500
円
。
杉

山
☎
�
７
１
２
3
︲
８
３
５
３

◆
社
交
ダ
ン
ス
研
究
会
サ
ン
ラ
イ

ズ

毎
月
３
回
金
15
時
～
16
時
30

分
南
部
梅
郷
公
民
館
で
。
シ
ニ
ア
。

入8４
千
円
。
月8
４
千
円
。
岸
☎
080
‐

１
０
６
９
‐
３
８
１
３

◆
タ
ー
ト
ル
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル（
社

交
ダ
ン
ス
）
毎
週
月
18
時
～
19
時

50
分
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。

経
験
者
。
入8
４
千
円
。
月8
５
千
円
。

伊
藤
☎
090
‐
４
７
０
９
‐
８
８
０

９◆
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

「
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
ス
タ
ー
」
毎
週

水
17
時
～
19
時
北
部
小
学
校
で
。
月8

500
円
。
小
坂
☎
080
‐
５
１
７
０
‐

６
８
９
６

◆
ロ
ク
ロ
ク
ラ
ブ（
陶
芸
教
室
）

毎
週
第
２
・
４
木
金
9
時
～
16
時

中
央
公
民
館
で
。
月8
千
円
。
上
村
☎

080
‐
６
５
０
４
‐
０
７
１
８

◆
混
声
合
唱
団
ブ
ラ
ン
カ
の
会

毎
月
第
１
・
２
・
４
土
13
時
30
分

～
15
時
30
分
市
役
所
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
で
。
１
回
千
円
。
星
野

☎
080
‐
５
３
８
７
‐
９
５
０
２

�

②ダ ジ

ト

ワ

ク

タ

ツ チ

バ ズ
リ

ク

マ

ナ

ナ

ツ

ツ
ハ

ミ
ヅ

リ

ウ

◎
前
回
の
正
解
と
当
選
者

　
7
月
１
日
号
の
正
解
は
「
ナ
ツ
マ
ツ

リ
」
で
し
た
。

　
89
人
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
の
結

果
、
当
選
者
は
内
冨
愛
佳
様
、
谷
口
芳

子
様
、中
山
啓
之
様
、藤
井
美
智
子
様
、

村
田
経
嗣
様
（
五
十
音
順
）
で
す
。

②

【
問
題
】マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋
め
、

二
重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か
ら
E

順
に
並
べ
て
答
え
を
作
っ
て
く
だ
さ

い
。
ヒ
ン
ト
＝
今
号
１
面
に
答
え
が

あ
り
ま
す
（
出
題
＝
Ｐ
Ｒ
推
進
室
・

参
考
＝
広
辞
苑
な
ど
）

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
臼う

す
に
入
れ
た
穀

物
を
つ
く
道
具
。
②
曲
が
り
く
ね
り

な
が
ら
進
行
す
る
こ
と
。
③
宮
内
庁

に
納
め
る
し
ょ
う
ゆ
の
専
門
醸
造

所
。ち
ば
文
化
資
産
に
追
加
で
選
定
。

④
尽
き
る
こ
と
。
な
く
な
る
こ
と
。

⑤
相
手
が
意
味
を
間
違
え
る
こ
と
。

⑥
草
食
で
首
は
長
く
た
て
が
み
が
あ
る
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】
①
鬼
退
治
に
い
く
桃

太
郎
に
お
ば
あ
さ
ん
が
持
た
せ
た
も

の
。
④
貫
太
郎
翁
が
ー
陛
下
か
ら
い

た
だ
い
た
大
切
な
お
皿
（
ヒ
ン
ト
＝

11
面
）
⑥
昆
虫
類
が
成
育
し
て
蛹さ

な
ぎや

幼
虫
か
ら
、
成
虫
に
な
る
こ
と
。
⑦

日
常
の
衣
食
住
の
た
め
の
道
具
類
。

⑧
関
宿
城
主
ー
康
元
。
徳
川
家
康
は

異
父
兄
弟
。

【
応
募
方
法
】
8
月
18
日
金
必
着
で
、

は
が
き
に
答
え
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
市
報
に

対
す
る
ご
意
見
や
感
想
を
明
記
し
、

〒
278
‐
８
５
５
０
野
田
市
役
所
Ｐ
Ｒ

推
進
室「
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
」係
ま
で
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名
様
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
報
の
だ
」

の
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す

　

正
解
と
当
選
者
は
9
月
１
日
号
で

発
表
し
ま
す
。
な
お
、
当
選
者
の
方

は
氏
名
を
紙
面
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。



◆子どもの発達相談　発達に心配のある
18歳未満の子どもの相談を行います。月
～金８時 30分～ 17時 15分
職業相談（商工労政課）
◆無料職業紹介所　市の相談員が求人情
報を提供。市２階＝月～金。い1階＝15日
火。９時～16 時（正午～13 時除く）※い
ではハローワークによる各種相談も実施
◆ジョブカフェのだ (会場＝野田地域職業
訓練センター☎� 7121-1184）
セミナー・個別相談（要予約）、求人案内。
15 歳から 39 歳までの方とその親、40
歳以上の方。24日木 10時～ 16時。
パーソナルサポートセンター（☎�
7125-2212）
◆自立するための生活・家計改善・就労
準備などに関する総合相談　市２階＝月
～金９時～ 17時

◆青少年の悩み事相談　月・㊗・年末年
始を除く毎日。９時～ 16時 30分
ひばり教育相談（青少年センター内☎
� 7125-8088）
◆教育相談　学校生活の悩みや不登校な
ど。青少年センター内＝月～金９時～ 16
時※学校休業日を除く
ひまわり相談（野田幼稚園☎�7122-
2450）
◆教育相談　発達・子育てで心配なこと
など。野田幼稚園＝第２・４木 10 時～
15 時 30 分。電話予約（14 時～ 17 時
15分）※どなたでも相談できます（幼稚
園休業日を除く）
消費生活センター（☎�7123-1084）
◆消費生活相談　購入した品物の苦情や
問合せ、架空請求・多重債務相談など
月～金 10時～ 16時（正午～ 13時除く）
障がい者支援課（市役所内）
◆障がい者の相談　市１階＝月～金８時
30分～17時15分
◆専門相談　市１階＝13時30分～16時
…生活療育（3日）、発達教育（7・21日）、
就労者生活（17日）、こころの生活（22日）
生活支援（24日）。電話予約
◆当事者・関係者相談　市１階＝10時～
正午…視覚障がい者（1日）、知的障がい者
（2日）、ろうあ者（22日）／13時30 分～
15 時30 分…聴覚障がい者（1日）、身体
障がい者（2日）、精神障がい者（22日）。

青少年センター（☎� 7125-2639）

電話かFAX（ �7123 ｰ1087） 予約
あさひ育成園（☎� 7122-7159）
◆外来療育相談　就学前の身体発達の遅
れなど。木 15時～ 17時。電話予約（月
16時～ 17時）
こだま学園（☎� 7122–2916）
◆外来療育相談　就学前の知的発達の遅
れなど。火９時～ 11 時。電話予約（月
16時～ 17時）
法人や団体などが開催する相談
◆心配ごと相談　日常生活の悩みなど。
総合福祉会館＝毎週火・第１金 13 時～
16時。事前に電話で申込み。問野田市社
会福祉協議会☎� 7124-3939
◆行政書士無料相談　相続や遺言、成年
後見制度、許認可など。18日金 13 時～
16時。欅のホール 4階第 1集会室。電話
予約。問千葉県行政書士会東葛支部・齋
藤☎� 7196-6021
◆登記無料相談　相続登記や土地建物登
記など。電話相談のみ。8日火９時 30分
～ 15時 30分。前日までに電話予約。問
野田地区司法書士会、土地家屋調査士会・
山東☎ 080-9396-1313

市報のだ　第 1385 号　令和5（2023）年8 月1 日号／発行＝野田市（〒 278-8550 野田市鶴奉７番地の１· ☎� 7125-1111) ／編集＝ PR 推進室

月の

市…市役所、い…いちいのホール
市民相談（☎� 7123–1068）
※ 8 月の法律・不動産・交通事故・行政・
税務相談は予約制。8月１日火９時から電話
で予約を受付
◆一般市民相談　相続、離婚などの一般的な
手続きや悩みごとなど。簡単な相談は電話も
可
◆法律相談　弁護士に相談。裁判で訴訟、調
停中は不可。 市 4・8･17・21・27・29 日。
い 10・24日。8日間で 80人
◆不動産相談　土地や建物の取引など。市
17 日。８人
◆交通事故相談　示談や自賠責保険など。
市 10・25日。2日間で 8人。
◆行政相談　国や特殊法人などの仕事への苦
情や要望など。市 15 日。4人
◆税務相談 相続税・贈与税など。市 18 日。
8人

◆人権相談　人権問題での悩みなど。い 17
日。市 28 日。２日間で８人。電話予約
◆女性のための相談　市５階＝第 1～ 3木
10 時～ 16 時。電話予約（電話相談も可）。
☎� 7123-1342
子ども家庭総合支援課（市役所内）
◆子ども家庭総合支援拠点（家庭児童相談室）　
18 歳までの子とその家庭や妊産婦の相談。
月～金８時 30分～ 17時 15分
◆ＤＶ相談　配偶者などからの家庭内暴力の
相談や緊急時の安全確保など。月～金８時
30分～ 17時 15分。☎� 7199-9462
児童家庭課（市役所内）
◆母子父子家庭等相談・婦人相談　母子、父
子家庭、寡婦など。月９時～ 19時、火～金
９時～ 17時
◆母子・父子自立支援プログラム策定事業　
母子家庭の母や父子家庭の父、および寡婦。
個別相談（要予約）、就労のための「自立支
援プログラム」作成。月９時～ 19時、金９
時～ 17時

人権・男女共同参画推進課（市役所内）

子どもの発達相談室（保健センター内
☎� 7125-1134）

❽

※休日当番医は変更する場合があります
（HP 検索：1009852）。かかりつけ医
や休日当番医の診療時間外や急病の方は
救急告示病院（小張総合病院☎� 7124-
6666、キッコーマン総合病院☎�7123-
5911、野田病院☎�7127-3200）に問い
合わせてください

内　　科
曜日・時間 9時～ 16時

6日（日） 梅郷痛みと内科のクリニック
☎� 7126-1900

11 日（金）江医院
☎� 7124-2831

13 日（日）尾崎台クリニック
☎� 7127-6677

20 日（日）桜台診療所
☎� 7126-2929

27 日（日）七光台クリニック
☎� 7197-2302

有 料 広 告 広告内容は直接広告主に問い合わせてください

※市報のだに掲載する有料広告を随時募集しています。【問合せ】広告代理店「株式会社ジチタイアド☎ 092–716–1401」【HP検索】 1009675

人口と世帯：人口＝ 153,743 人（+７８）／男＝ 77,239 人（+26）、女＝ 76,504 人（＋52）／世帯数 71,784 世帯（+111）（R ５.7.1 現在）

相談日案内
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